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Abstract：Geologic　age　of　the’Miocene”Iwaya
Formation　in　Awajishima　Island　is　examined　by
means　of　calcareous　nan皿ofossils　and　dinonag－
。11at。。y、t、．　Cal。a，e。u、　nann。f・・sil血・・a　indi・at・・　Fig・1・Di・t・・b・ti・n・f．th・「w・y・F・「m・ti°n　and．　the

biozone　NP　17　to　NP　200r　CP　14bto　CP　15b　and　a　　　　Kobe　Gro“P・and　situatlon　of　the　study　a「ea（Mod1且ed

l。t。　Middl。　E。cen。　t。　Lat，　E。cen，　aga　Th。　din。．　f「°m°zakl　et　al・1996工

血agellate　CySt　aSSemblageS　alSO　ShOW　apPrOxima－

tely　the　same　age・These　results　reveal　that　the　　　I980など）．

Iwaya　Fo「mation　is　the　constit駐ent　of　the　Eocene’ @　　近年，本州側に分布する神戸層群にっいて放射年代測定が

゜儲齢゜臨翻孟ges　resembling　th。，e　f，。m行われ，後期始新世一前期漸新世を示す年代値が報告された

the　Iwaya　Formation　have　been　known　from　the　　（尾崎・松浦，1988；尾崎ほか・1996など）・尾崎ほか（1996）
喫q retouchi　Miocene　Series”in　the　coastal　area　of　the　　はさらに，神戸市西部地域の神戸層群から産出した植物およ

eastem　Seto　Inland　Sea・Molluscan　fauna　and　　び貝類化石群についても，後期始新世～前期漸新世の群集と

盤’冒盃翻Cal鼎犠錨蓋鵠碧監1量i諮して櫃づ1ナた．一方岩屋層の年代について韻類およ
precise　geochronologic　data。　　　　　　　　　　　　　　び底生有孔虫化石群集から・前期中新世最後期～中期中新世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初期であるとされている（Ta1，1959；藤田・前田，1984；

κ2yωo短sr伽αyαFo欄砺ゴoπ，κo加0γ侃ρ，五ω¢曲ゴ魏α　　佐藤・水野，1990；糸魚川・柴田，1992など）．尾崎ほか

兆Zαη¢oαZo膨o鰹η碗ηoプb∬4⑤，4‘ηoガα9θZ伽θcツs雄　　　（1996）はこれらの結果をふまえ，神戸層群を「神戸市西部お

E°°鋸℃θオ゜励zM∫°例θSθπθS’ @　　　　よび三醜域に分布する上部始諦～下部輔統」として再

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定義し，‘‘中新統’岩屋層を本層群から分離すべきであるとし

　　　　　　　　　　　　はじめに　　　　　た（Fig　1）．しかしなカ・ら，これまでに岩屋層の浮灘微化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわや　兵庫県の淡路島北部に分布する第三系は，岩屋層とよばれ　　　石や放射年代に関する検討は，なされていなかった
（鹿賜1938），古くから海棲貝類化石を産することが知られ　　　本研究では，晃換町勇島帯盤の岩屋層から試料を採取し，

ている．本層は，明石海峡の対岸に位置する神戸市西部やそ　　　石灰質ナンノおよび渦鞭毛藻化石の検出を試みた．その結
　　　　　さんた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の北方の三田地域に分布する第三系とともに神戸層群として　　　果，中期始新世末～後期姶新世の年代を示す群集の産出を認

一括され（Fig．1），それらはすべて「瀬戸内中新統」を構成　　　めたので，以下にその結果と意義について述べる．

すると考えられてきた（藤田ほか，ユ961；柴田・糸魚川，
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Fig．2．　Locations　of　the　columnar　sections（Fi＆3；A，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

B，C）and　samples（NTK　O1，02　and　TKW　O1，02）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟‡

（Adopted　from　Geographical　Quadrangle　Map暫曜Kariya”

1：25ゆ00・G・・9「aphi・al　Su「vey　I・・tit・te°f　J・p・n）・　　　Fi鼻3．　C。1。mnar　secti。n、。f　th，　lw。y。　F。，m。ti。n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　the　sample　horizons．

0

m

　　　　　　　　　　層序および試料　　　　　sα伽θ樫D♂⑳゜°°°°♂’θs∂∫sθ伽などカ㍉それぞれ1～2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個体ずっ確認された（Table　1，　Fig．4）．　　　亀

　岩屋層は，基盤の白亜紀花商岩類を不整合で被覆して，淡　　　　ns吻αηθηsオ8の産出上限は，　Martini（1971）の石灰質ナ

路島北部に散在的に分布している（Fig．1）．水野ほか（1990）　　ンノ化石帯NP20帯の上限およびOkada　and　Bukry（1980）

は本層を，淘汰不良の砂岩・礫岩・泥岩よりなり亜炭層を伴　　　の化石帯CP　15帯の上限を規定し，　C剛∫o厩α伽zの産出上

う下部層，淘汰の良い砂岩および礫岩から構成される中部　　　限も，これと前後する層準にあるとされている　（Wei　and

層，および海成の泥岩・砂岩を主体とする上部層に区分し　　Wise，1989；Wei　and　Thierstein，1991など）．またPerciva1

た．岩屋層の微化石試料は，兵庫県津名郡北淡町野島常盤北　　　（1984）などによると，nわ∫sθo’πsの産出下限は，　NP　17帯あ

東方に位置する2っのセクションから，2試料ずっ，合計4

点を採取した（Figs。2，3）．試料を採取した層準はすべて，

水野ほか（1990）の上部層に含まれる．

　これらの2っのセクション付近では，本層下部層は分布せ

ず，中部層の礫質粗粒砂岩～細礫岩が，基盤岩を直接被覆し

ている．ζれを整合に覆う上部層は，下位より，細礫岩（層

厚0．3m），カキ類の殻を主とする石灰岩（3～5m），暗灰色を

呈する塊状泥岩（6m＋），およびバカガイ類などの貝類およ

び腕足類の密集層を伴う極細粒～中粒砂岩（12m＋）よりな

る（Fig．3），石灰岩より上位の部分の岩相は，大局的には上

方粗粒化を呈する．なお，Tai（1959）が底生有孔虫化石群を

霊　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　4

報告し耀準は，石灰岩より上位の泥岩部分に相当すると考　　　5　　6　　7　　8

ライドを作成し，簡易偏光観察装置を装着した倍率1500倍　　　　　　　　　9　　　　　10　　　　　到

の生物顕微鏡で検鏡を行ったところ，試料TKWO2のみから　　　Fig．4．　Selected　calcareous　nannofossils　from　TKW　O2

石灰質ナンノ化石の産出を確認した．18mm四方のカバーガ　　　of　the　Iwaya　Fo「「nation・

ラス2枚全面の検蜘217個体の同定・カウントを行うこ　｝：瓢漏1議a捌翻競蝿1°：c「°ssn’c°ls

とができた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，4：D♂⑳ococo舵s∂オs2cオπ8

βrαα駕408助αθ名α6～gθ♂o翻および小型（3μm以下）のプ　　　　5・6：1～観o”♂o勉θ8磁SP・

ラコリ焔それぞれ全個体数のうち3割近く砧める．さ　；：16襟灘耀講鑑誓θs

らにC7めγoo2碑％辮　観蜘Zα伽zが19個体，　Z）ゴ800αs緋　　　　11：ヱ）♂sooαs卿s⑳伽2ηs♂8
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Table　1．　Occurrence　of　calcareous　nannofossils　and　　　　試料TKWOI，　TKW　O2いずれから得られた群集も，

dinonagellate　cysts　f「om　the　Iwaya　Fo「matlon°　　　　　　P励αηqρ厩d翻塀τoo脚勿規が全個体数の95％以上を優占

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している点で共通している．そのほかに，孟脚幼枷θ7翅〃燗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d貌妙qPZo肋窺，？Co短o診海α2γ雌％勉伽d2s，　Eηπθα40（汐s如

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sp．　c£E4θco痂ηcんπ，　Z読o〃zδo読而％卿伽αcoおよびSρzπゴー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ漉θ∫π3物o∫π8などの種が産出した（Table　1，　Fig．5），これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの渦鞭毛藻化石は，すべて海生種である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の種のうち，五．4‘肋qρZ盈塀助Rω駕砿％〃！およびR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽αcoの3種が共存するのは，中期始新世後期～後期始新世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Bartonゴan～Priabonian）の期間に限られる（PoweU，1992；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Williams　et　a1．，1993；Stover　and　WiUiarns，1995）．また，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種の確定には至らなかったが，今回の分析で比較可能な個体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を認めたC伽4θsおよびE鹿co勿ηc舗の2種の共存も，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この年代範囲に矛盾しない（文献同上），さらに，両群集とも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に漸新統以上に産出が限られる種を全く含んでいない．した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がって，これらの試料の年代は，渦鞭毛藻化石に基づき中期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始新世後期～後期始新世（Bartonlan～Priabonian）と考え
押器鼎；鉱1識1盆七1t°1ess　than　5％；　られる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩屋層の微化石年代とその意義

るいはCP　14b亜帯の層準にあるとされている。　Berggren　　　石灰質ナンノ化石群が示す岩屋層の年代は，38～35　Ma

eta1．（1995）はこれらの生層準と古地磁気極性年代尺度との　　　（中期始新世後期～後期始新世）と判断され，渦鞭毛藻化石群

対応関係を整理し，n伽θ伽3の産出下限の年代を38．0　　から推定される年代もこれと調和的である．藤田・前田

Ma，0勉∫o〃Zα彦例の産出上限年代を中～低緯度地域で35．0　　（ユ984）は，岩相の類似性に基づいて，岩屋層を神戸市西部地

Ma，南半球高緯度地域で36．1　Maとした．　　　　　　　　　　域に分布する神戸層群下部の多井畑層に対比している．本研

　以上のことから，岩屋層の試料TKW　O2の層準はMartini　　究で得られた岩屋層の微化石年代と，尾崎ほか（1996）など

（1971）のNP　17～NP　20帯およびOkada　and　Bukry（1980）　　によって報告されている本州側の神戸層群の放射年代（36．9

のCP　14　b～CP　15　b亜帯の間に対比され，その年代は38～　　　±2．3～31．0±33Ma）は，この対比を支持する．以上のことか

35Ma（中期始新世末～後期始新世）の間と判断される．　　　　ら，岩屋層は神戸層群に含めるのが妥当と判断される．

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近年，佐藤・水野（1990），水野ほか（1990）は岩屋層より
　　　　　　　　　　渦無藻化石　　　　　産出する貝類化石群につい禰欄を徳これを鯛輔

　渦鞭毛藻化石分析は，栗田・楠（1997）の方法に基づいて　　　世最後期～中期中新世最初期に繁栄した門ノ沢動物群

行ったところ，4試料のうちTKWO1，TKWO2の2試料から　　　（Otuka，1939）の要素からなるとした．しかし本研究の結果

渦鞭毛藻化石が産出した，　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，岩屋層の貝類化石群が，年代的に門ノ沢動物群には含め

3　　AII負gures　in　lnterference　contrast；

30μm．

2and　5　flom　TKWOI；1，3，4and　6
from　TKWO2，
1：R々0ηZ∂odl‘ηZZ6辮4襯CO

2：ノ4名θo卵肱θ7z4伽卿d漉砂（～ρZo肱鵤

3：G‘αρ極yγocys臨sp，　cf．　G．2劣錫∂α惣η∫



382　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　裕雄・栗田　裕司・松原　尚志　　　　　　　　　　　　　　　　　2000－5

られ得ないことを示している．また，神戸市西部地域の神戸　　　糸魚川淳二，1969，瀬戸内東部地域中新統の貝化石群集化石，n・．
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